
安
政
五
年
七
月
九
日
、
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
は
消
化
器
系
感
染
症
の
症
状
で
発
病
し
、
循
環
虚
脱
を
起
こ
し
て
七
月
十
六
日
に
死
去
し
た
。

斉
彬
の
大
叔
父
（
斉
彬
の
曽
祖
父
重
豪
の
子
）
で
政
治
上
の
盟
友
で
も
あ
っ
た
福
岡
藩
主
黒
田
長
溥
は
、
斉
彬
重
病
の
う
わ
さ
を
聞
き
、
側

近
吉
永
源
八
郎
を
薩
摩
に
派
遣
し
た
。
吉
永
は
斉
彬
の
側
近
山
田
壮
右
衛
門
か
ら
話
を
聞
き
、
坪
井
芳
洲
筆
の
容
体
書
を
入
手
し
て
福
岡
に

一
一
）

先
に
本
誌
で
報
告
し
た
よ
う
に
、
安
政
五
年
薩
摩
藩
主
島
津
斉
彬
の
急
逝
に
際
し
て
、
福
岡
藩
主
黒
田
長
溥
は
死
去
の
状
況
を
調
査
し
、

（
二
）
Ｉ
（
四
）

藺
方
医
坪
井
芳
洲
が
執
筆
し
た
容
体
書
を
添
え
て
、
宇
和
島
藩
主
伊
達
宗
城
に
書
簡
（
以
下
黒
田
書
簡
）
を
送
っ
た
。

（
五
）

（
著
者
は
従
来
『
鹿
児
島
県
史
料
」
に
し
た
が
っ
て
黒
田
斉
溥
と
書
い
て
来
た
が
、
諸
種
の
伝
記
と
『
洋
学
史
事
典
」
が
黒
田
長
溥
と
し
て
お
り
、
福
岡

県
立
図
書
館
で
も
黒
田
長
溥
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、
今
後
長
溥
と
す
る
）

（
六
）
（
七
）
（
八
）

著
者
は
こ
の
容
体
言
の
文
面
を
校
訂
中
、
日
付
が
八
月
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
七
月
十
六
日
（
斉
彬
死
去
の
日
）
と
な
っ
て
い
る
も
の
と
二

系
統
の
史
料
が
あ
る
こ
と
に
気
付
い
た
。
そ
の
理
由
を
検
討
し
、
明
治
期
に
島
津
家
編
集
所
で
こ
の
文
書
が
整
理
さ
れ
た
と
き
、
訂
正
加
筆

さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
検
討
経
過
と
容
体
書
の
内
容
に
つ
い
て
報
告
す
る
。

一
容
体
書
作
成
の
経
過

坪
井
芳
洲
筆
島
津
斉
彬
容
体
害
に
つ
い
て

和
嘩
罎
轌
壁
躍
弄
趨
拳
一
龍
平
成
四
年
八
月
十
七
日
受
付

泉
彪
之
助
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帰
っ
た
。

黒
田
書
簡
に
よ
れ
ば
、
そ
の
時
間
的
経
過
は
次
の
通
り
で
あ
る
ｃ

七
月
十
六
日
島
津
斉
彬
は
死
去
し
た
が
、
そ
の
こ
と
を
秘
し
た
ま
ま
、
七
月
二
十
八
日
斉
彬
の
重
病
に
つ
い
て
相
談
す
る
書
簡
が
薩
摩
藩

家
老
か
ら
福
岡
藩
家
老
に
届
い
た
。
そ
の
後
も
詳
し
い
連
絡
が
な
い
の
で
、
黒
田
長
溥
は
吉
永
を
派
遣
し
た
。
吉
永
出
発
後
に
黒
田
家
長
崎

留
守
居
か
ら
の
情
報
で
斉
彬
の
死
去
が
判
明
し
、
吉
永
が
八
月
二
十
八
日
に
帰
着
し
て
詳
細
が
わ
か
っ
た
。
黒
田
書
簡
に
は
九
月
十
三
日
の

日
付
が
書
か
れ
て
い
る
。

（
九
）
’
二
二
）

黒
田
長
溥
（
斉
溥
）
（
一
八
二
’
一
八
八
七
）
（
文
化
八
年
ｌ
明
治
二
十
年
）

福
岡
藩
第
十
一
代
藩
主
。
島
津
重
豪
の
第
九
子
。
文
政
五
年
福
岡
藩
主
斉
渭
の
養
子
と
な
り
、
長
溥
と
改
名
。
文
政
八
年
元
服
に
際
し
、

将
軍
の
諄
を
も
ら
い
斉
溥
と
改
め
た
。
号
は
、
埜
成
。
シ
ー
ボ
ル
ト
と
交
際
す
る
な
ど
洋
学
振
興
を
志
し
、
種
々
の
努
力
を
行
っ
た
が
、
藩

内
に
反
対
が
あ
り
、
充
分
な
成
功
を
お
さ
め
な
か
っ
た
。
藩
の
内
紛
に
際
し
て
過
激
化
し
た
勤
王
派
を
押
え
た
た
め
政
治
的
に
孤
立
し
、
維

新
の
時
は
不
遇
で
あ
っ
た
。
島
津
斉
彬
と
親
し
く
、
い
わ
ゆ
る
お
由
良
騒
動
（
嘉
永
朋
党
事
件
）
の
際
に
は
、
長
溥
を
頼
っ
て
来
た
薩
摩
藩
士

を
庇
護
し
て
、
薩
摩
藩
か
ら
の
干
渉
に
一
歩
も
引
か
な
か
っ
た
。
ビ
ュ
ル
ッ
ブ
ル
ク
、
長
崎
に
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
碑
が
建
設
さ
れ
た
時
は
率

先
し
て
拠
金
し
、
協
賛
会
の
総
裁
と
し
て
尽
力
し
た
。
明
治
二
十
年
三
月
死
去
。

吉
永
源
八
郎
：
福
岡
藩
側
役
、
格
式
奥
頭
取
。
家
禄
百
二
十
石
、
当
（
あ
た
り
）
（
職
務
給
）
四
百
石
。
大
円
寺
町
に
居
住
。
そ
の
他
の
経
歴

（
九
）
Ｉ
（
一
四
）

厚
か
っ
た
こ
と
を
思
わ
せ
る
β

伊
達
宗
城
（
一
八
一
八
’
一

薩
摩
藩
と
関
係
が
深
か
っ
た
の
か
、
前
述
の
嘉
永
朋
党
事
件
の
際
、
脱
藩
し
て
来
た
薩
摩
藩
士
は
吉
永
を
通
じ
て
長
溥
に
訴
え
て
お
り
、

（
九
）
二
○
）

こ
の
と
き
も
吉
永
は
長
溥
の
命
で
薩
摩
へ
調
査
に
行
っ
て
い
る
。
江
島
茂
逸
筆
の
長
溥
の
伝
記
に
は
し
ば
し
ば
名
前
が
出
、
長
溥
の
信
頼
が

は
不
詳
。

二
五
）
’
二
七
）

八
九
二
）
（
文
政
元
年
ｌ
明
治
二
十
五
年
）
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伊
達
家
系
統
の
史
料
で
も
っ
と
も
古
い
も
の
は
、
明
治
期
に
伊
達
家
家
記
編
集
所
で
作
成
さ
れ
た
写
し
（
以
下
伊
達
家
史
料
）
で
、
侯
爵
伊

（
一
ハ
）

達
家
と
印
刷
さ
れ
た
用
紙
に
筆
写
さ
れ
、
「
稿
本
藍
山
公
記
』
（
安
政
五
年
戌
午
八
月
巻
百
十
二
の
項
）
（
九
頁
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
著
者
は
、

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
好
意
で
そ
の
コ
ピ
ー
を
入
手
し
、
そ
れ
を
用
い
て
検
討
し
た
。

維
新
期
の
島
津
家
文
書
は
、
明
治
時
代
に
島
津
家
編
集
所
で
収
集
整
理
さ
れ
、
一
部
は
公
刊
あ
る
い
は
稿
本
と
し
て
発
表
さ
れ
た
。
そ
の

概
要
は
後
述
す
る
。
す
で
に
公
刊
さ
れ
た
史
料
の
中
で
重
要
な
の
は
、
「
照
国
公
文
書
」
（
島
津
家
臨
時
編
集
所
、
明
治
四
十
三
年
）
お
よ
び
『
島

津
斉
彬
文
書
」
（
鹿
児
島
市
島
津
斉
彬
文
言
刊
行
会
、
昭
和
三
十
四
年
～
昭
和
四
十
四
年
）
だ
が
、
「
島
津
斉
彬
文
書
』
で
は
安
政
期
の
史
料
は
未
刊

（
四
）

で
、
『
照
国
公
文
書
」
に
は
黒
田
書
簡
の
み
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

島
津
家
文
書
は
、
戦
後
、
東
京
大
学
史
料
編
墓
所
に
寄
贈
さ
れ
、
同
所
お
よ
び
そ
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
所
蔵
す
る
鹿
児
島
県
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
で
整
理
刊
行
中
で
あ
り
、
黒
田
書
簡
と
容
体
書
は
「
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
第
三
巻
』
に
の
せ
ら
れ
て

第
八
代
宇
和
島
藩
主
。
旗
本
山
口
直
勝
の
子
に
生
ま
れ
、
文
政
十
二
年
伊
達
宗
紀
の
養
子
と
な
り
、
弘
化
元
年
襲
封
。
洋
学
振
興
に
志
が

あ
り
、
潜
行
中
の
高
野
長
英
を
ひ
そ
か
に
庇
護
し
、
ま
た
大
村
益
次
郎
ら
を
招
い
た
。
島
津
斉
彬
、
松
平
春
嶽
ら
、
公
武
合
体
派
の
諸
大
名

と
親
し
く
、
安
政
五
年
の
政
変
の
際
に
は
井
伊
直
弼
に
よ
っ
て
隠
居
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
公
武
合
体
派
の
一
人
と
し
て
幕
末
の
政
局
に

活
躍
。
維
新
後
は
主
に
外
交
に
関
す
る
職
務
を
担
当
し
た
。
明
治
二
十
五
年
十
二
月
死
去
。

い
る
。
（
以
下
県
史
料
）

容
体
言
の
原
本
は
、
黒
田
書
簡
と
共
に
宇
和
島
伊
達
家
に
所
蔵
さ
れ
た
。
宇
和
島
伊
達
家
文
言
は
、
太
平
洋
戦
争
中
に
東
京
か
ら
宇
和
島

に
移
さ
れ
、
現
在
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
が
所
蔵
し
て
い
る
。
そ
の
中
に
黒
田
書
簡
は
現
存
す
る
が
、
容
体
書
は
発
見
さ
れ
て
い
な
い
。

（
後
述
） 二

容
体
書
の
史
料
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（
七
）

一
方
原
史
料
は
不
明
だ
が
、
日
本
史
籍
協
会
編
の
『
島
津
家
書
翰
集
」
に
、
黒
田
書
簡
と
容
体
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
（
以
下
吉
翰
集
史
料
）

（
一
八
）

ま
た
坪
井
芳
洲
が
執
筆
し
た
容
体
書
と
は
別
の
、
漢
方
医
に
よ
る
容
体
書
が
、
寺
師
宗
徳
著
『
贈
正
一
位
島
津
斉
彬
公
記
」
に
あ
る
。
こ

の
容
体
書
の
原
史
料
や
成
立
経
過
は
明
ら
か
で
な
い
。
（
以
下
漢
方
医
史
料
）
（
こ
の
容
体
書
は
、
形
は
芳
洲
を
含
む
奥
医
師
の
チ
ー
ム
が
執
筆
し
た

形
式
に
な
っ
て
い
る
が
、
内
容
は
漢
方
医
に
よ
る
記
載
が
主
で
、
芳
洲
筆
容
体
害
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
上
の
よ
う
に
呼
ん
だ
。
）

著
者
は
、
伊
達
家
史
料
、
書
翰
集
史
料
、
県
史
料
の
三
件
を
検
討
し
て
校
訂
を
行
っ
た
。
三
件
の
史
料
の
特
徴
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

伊
達
家
史
料
：
旧
漢
字
、
片
仮
名
・
平
仮
名
混
合
、
句
読
点
な
し
。
行
換
え
少
な
い
。
異
体
字
が
含
ま
れ
て
い
る
。

書
翰
集
史
料
・
・
旧
漢
字
、
片
仮
名
、
句
読
点
な
し
。
月
日
と
本
文
行
換
え
、
文
中
行
換
え
あ
り
。

県
史
料
：
新
漢
字
、
片
仮
名
、
読
点
・
中
点
あ
り
。
行
換
え
あ
り
。

校
訂
に
は
伊
達
家
史
料
を
基
本
と
し
、
他
の
二
史
料
の
文
と
比
較
し
た
。

こ
れ
ら
の
文
の
明
ら
か
な
誤
り
を
の
ぞ
き
、
基
本
史
料
の
片
仮
名
・
平
仮
名
混
合
を
片
仮
名
に
統
一
し
、
異
体
字
を
正
字
に
も
ど
し
、
旧

漢
字
を
新
漢
字
に
換
え
る
な
ど
の
処
理
を
行
っ
た
結
果
は
左
記
の
通
り
で
あ
る
。
後
述
の
理
由
に
よ
り
句
読
点
は
つ
け
な
か
っ
た
。
史
料
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
字
句
は
、
史
料
番
号
（
伊
達
家
史
料
サ
イ
ド
ラ
イ
ン
、
書
翰
集
史
料
（
２
）
、
県
史
料
（
３
）
）
を
つ
け
て
異
同
を
示
し
た
。

御
容
体
井
御
薬
方

通
無
之
候

七
月
九
日

夜
拝
診
候
処
時
候
当
リ
ノ
御
模
様
ニ
テ
御
寒
熱
被
為
在
御
舌
胎
厚
ク
御
腹
部
拘
筆
御
大
便
少
宛
（
（
２
）
シ
、
）
御
催
有
之
候
得
共
御
快

三
容
体
書
本
文
の
校
訂
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同
十
日

同
十
二
日

同
十
一
日

泡
出
調
進
候

同
十
三
日

御
肌
熱
薄
ク
昨
夜
ョ
リ
時
々
御
便
中
赤
白
相
交
リ
御
完
穀
モ
相
交
リ
御
安
眠
不
被
為
入
御
勢
倦
被
為
在
御
音
声
モ
無
御
カ
サ
ァ
レ
ッ
フ

煎
ニ
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
水
楊
梅
加
密
列
泡
出
コ
ロ
ン
ボ
ヱ
キ
ス
御
散
薬
二
竜
脳
加
へ
調
進
候
今
日
昼
夜
御
下
痢
二
十
三
度
二
減
少
御
本
便
交

リ
御
通
被
為
入
候
得
共
御
食
事
至
テ
御
少
益
御
労
倦
被
為
入
御
脈
状
細
数
二
奉
窺
候

同
十
四
日

御
下
痢
昼
夜
三
十
二
度
御
赤
痢
血
便
薄
ク
御
熱
候
軽
ク
裏
急
後
重
モ
御
少
ク
御
舌
胎
薄
ク
御
小
水
御
通
不
宜
候
御
煎
薬
前
方
御
散
薬
一
一

格
倫
撲
越
幾
私
亜
刺
比
屋
護
謨
調
進
御
腹
部
二
緩
和
蒸
剤
差
上
候

同
十
五
日

御
下
痢
昼
夜
三
十
三
度
御
赤
痢
ニ
テ
血
交
リ
ノ
（
（
３
）
ノ
な
し
）
御
滑
便
被
為
入
候
裏
急
後
重
御
強
ク
御
熱
候
御
同
様
御
脈
榑
一
密
把
篤

二
八
十
七
八
度
或
九
十
四
五
度
御
食
機
不
宜
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
二
菫
香
木
香
砂
仁
加
密
列
少
？
（
一
字
不
詳
、
匙
？
）
（
（
２
）
上
、
（
３
）
宛
）

御
熱
気
強
ク
被
為
入
御
腹
痛
下
痢
数
行
被
為
在
候
御
腹
（
（
２
）
（
３
）
御
腹
部
）
定
所
之
劇
痛
等
無
之
痙
壁
痛
之
御
模
様
一
一
奉
診
候

御
煎
剤
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
二
加
密
列
接
骨
花
小
面
香
甘
草
泡
出
差
上
申
候
蜂
蜜
ア
ル
タ
ァ
煎
ニ
テ
涜
腸
被
遊
候

御
泡
剤
接
骨
花
加
密
列
蜀
葵
花
珊
篤
里
小
首
香
二
（
（
３
）
二
（
漢
字
の
二
）
）
砿
砂
二
Ｋ
宛
加
へ
調
進
候

御
容
体
御
同
様
ニ
テ
御
下
痢
昼
夜
四
十
行
御
熱
候
（
（
２
）
御
熱
行
）
少
シ
薄
ク
被
為
入
候
御
小
水
御
通
不
宜
候

御
薬
前
方
夜
分
御
安
眠
無
之
候
テ
ヒ
ョ
シ
ャ
ヱ
キ
ス
五
氏
御
服
用
二
相
成
候
毎
日
数
回
サ
ァ
レ
ッ
フ
煎
ニ
テ
御
涜
腸
被
遊
候
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こ
れ
ら
の
史
料
は
二
種
あ
り
、
一
方
は
「
島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
斉
彬
公
史
料
本
記
安
政
五
年
戊
午
七
月
十
五
日
以
降
御
逝
去
ノ

部
ノ
ー
六
」
と
題
さ
れ
て
い
る
（
写
真
２
）
。
容
体
書
は
、
十
二
葉
左
か
ら
十
五
葉
右
に
わ
た
っ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
表
紙
は
稿
本
の
体

裁
で
、
「
斉
彬
公
史
料
市
来
四
郎
編
安
政
五
年
八
」
と
題
さ
れ
、
内
表
紙
に
は
「
元
国
事
鞁
掌
史
料
」
と
付
記
さ
れ
て
い
る
（
写
真
３
）
。

容
体
書
は
、
二
十
四
葉
右
か
ら
二
十
六
葉
左
に
わ
た
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
前
の
史
料
を
鞁
掌
史
料
、
後
の
史
料
を
（
原
）
斉
彬
公
史
料
と
仮

称
す
る
。
前
記
の
問
題
点
を
両
史
料
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

鞁
掌
史
料
を
見
る
と
、
日
付
で
は
月
の
上
の
字
が
消
し
て
あ
り
、
最
後
の
部
分
に
あ
る
卜
の
字
は
横
に
加
筆
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る

（
写
真
２
）
・
ま
た
読
点
の
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
字
の
間
隔
が
同
じ
で
、
読
点
は
付
加
さ
れ
た
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
ら
の
点
は
、

しこ

た4
○

本
文
の
う
ち
、
史
料
に
よ
る
差
が
も
っ
と
も
大
き
い
の
は
、
先
に
の
べ
た
よ
う
に
日
付
で
、
伊
達
家
史
料
（
写
真
１
）
と
書
翰
集
史
料
で
は

八
月
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
県
史
料
で
は
七
月
十
六
日
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
理
由
を
知
る
た
め
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
の
好
意
で
、
県
史
料
の
も
と
に
な
っ
た
史
料
の
コ
ピ
ー
を
入
手

今
朝
ヨ
リ
御
脈
益
御
細
数
御
労
倦
増
加
御
手
足
微
（
（
２
）
漸
）
冷
御
下
痢
昼
十
度
被
為
入
候
其
中
御
本
便
四
五
度
御
通
有
之
御
小
水
両

三
度
御
快
通
御
食
事
御
宜
敷
梢
御
整
復
之
御
模
様
二
奉
伺
候
処
晩
方
ヨ
リ
御
疲
労
相
増
御
虚
煩
之
御
模
様
二
奉
診
候
コ
ロ
ン
ボ
ヱ
キ
ス
竜

脳
御
散
薬
二
幾
那
塩
配
調
御
腓
腸
二
芥
子
琶
布
差
上
申
候
何
分
御
気
脱
之
御
容
体
被
為
在
候
故
ホ
フ
マ
ン
液
蜜
香
砺
砂
精
等
之
御
煎
薬

（
（
２
）
（
３
）
御
薬
剤
）
頻
二
奉
調
進
候
得
共
至
極
之
御
難
症
一
一
テ
御
薬
剤
奏
効
無
之
御
大
切
奉
恐
入
候
御
容
体
一
一
奉
伺
候
恐
怪
謹
言

八
月
（
（
３
）
七
月
十
六
日
）
坪
井
芳
洲

愚
按
二
初
日
三
日
単
純
善
性
御
痢
疾
御
容
体
二
奉
伺
候
処
終
末
転
変
御
虚
脱
御
症
状
ハ
（
（
２
）
二
）
全
ク
当
時
流
行
性
之
コ
レ
ラ
病
状

二
可
被
為
入
候
歎
（
（
３
）
歎
卜
）
奉
存
候
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礫
剰
冬
勤
塞
か
一
粋
人
坊
亭
琴
〈
膜
砕
琴
薩
二
泰
伺
候
塞
言

．
‐
．
、
，
１
－

．
１
．
．
ｌ
ｂ
Ⅱ
Ｉ
‐
‐
‐
Ｉ
‐
・
Ｉ
具
Ｉ
。
、
、
‐
も
。
・
・
・
・
‐
‐
‐
‐
１
．

ゞ
樫
謹
言
。
；
・
…
‐
一

八
月
坪
井
帝
洲
‐

準
》
斗
崎
鋤
峠
鋸
岬
咋
鋸
呼
嚥
鋤
碇
蹄
罐
雫
や
峠
鋼
韮
一
一一

軒

し
｜
ブ
烏
↓
盤
｝
．
可
技
角
矛
小
城
拳
啓
候

卜
●
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
１
１
１
Ｉ
１
マ
．
、
ｒ
‐
・
‐
ｌ
‐
ｒ

九
月
↑
一
日
暮
兆
夫
人
凝
奔
従
予
稗
敏
７
瑛
了
盤
耳
一
日
ノ
己
琴

汲
テ
良
一
ア
ル
》
・
岬
宇
ゞ
奉
島
』
．
液
チ
ハ
十
月
画
汀
な
ミ
ァ
ミ
ス
津オ・
’
．

○
世
子
賦
淑
基
ア
リ
埼
軸
智
日
寸
一
フ
，
、
、
。
》
争
雀
ユ
コ
字
か

島
・
牡
う
ふ
樋
官
権
久
夫
翁
７
鰍
。
子
屋
呈
恥
署
氏
勘
，
頚
一
己

写真｜坪井芳洲筆島津斉彬容体書(部
分)(宇和島伊達文化保存会蔵｢稿本藍山
公記｣)(同会恵与のコピーから撮影）

写真2A坪井芳洲筆島津斉彬容体害
(史料表紙)(東京大学史料編纂所蔵｢島津

家国事鞁掌史料｣)(鹿児島県歴史資料セ
ンター恵与のコピーから撮影）

－
１
斗

一
Ｊ

胃

１
１
』
う
渇
汰
墨

９
０
１
口
Ⅱ
Ｉ
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ⅱ
Ⅱ
０
０
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
０
１
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
１
０
１
１
７
１
１
１

－
１

一一

垂
“
ザ
蘭
祭
割
奏
斌
鑿
＋
、
‐
即
大
知
奉
遷
入
熈
御
容
確
學
永
伺

痕
得
杏
鏑
政
諸
学
・
雫
師
製
糾
領
諸
漸
辿
健
崎
二
皇
柱
と
即
難

布
・
差
里
申
傾
何
分
脚
糺
爬
之
岬
容
体
波
烏
在
曙
筑
ホ
７
マ
ン
、
一

嶬
追
憧
謹
害
“
気屯。

一
一
、

、
月
１
．
〃
箇
．
‐

泉
ヱ
キ
ス
、
龍
賂
却
散
祭
ゞ
幾
叩
塩
記
調
岬
琲
塒
．
｜
氷
證
魁

ト
ー

思
淫
雲
．
和
買
言
言
早
漣
苦
性
脚
痢
疾
岬
器
鮴
筆
奉
伺
終

央
縦
糸
将
髪
坤
産
虻
却
渥
決
落
全
７
雷
埼
丸
竹
性
之
診

』
う
蒟
吹
《
す
波
為
入
嬢
氏
翠
存
慨

ｆ

坪
‐
ヰ
ー
生
刀
渉

‐
ｌ
‐
ｌ
』

’
’
’
１
１
１
１
１
吋
Ｉ
二

１
１
‐ I判

１
－ ■■占一Z昌一一'一 －

写真2B,2C坪井芳洲筆島津斉彬容体書(部分）

(東京大学史料編纂所蔵「島津家国事鞁掌史料｣）

(鹿児島県歴史資料センター恵与のコピーから撮影）
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今
期
重
可
禅
脈
委
詳
細
最
櫛
予
倦
瑠
鈩
淋
手
足
織
容
鋤
示
塾

昼
十
度
檎
堵
へ
個
苓
中
脚
本
便
面
典
度
稗
通
看
之
群
小
氷
均

雪
一
度
舜
快
逓
衛
骨
董
奔
宜
敷
鋪
淘
整
洩
亀
奔
獲
様
一
一
傘
伺
硬

↑
政
晩
方
訂
７
洋
我
等
糸
麺
損
守
屋
燭
之
坤
督
琴
泉
謬
恨
コ
ロ

、
ン
ホ
ヱ
々
Ｘ
紘
睡
海
散
票
・
一
審
叩
混
求
調
郵
粋
賜
薑
軟
ナ
琶

布
製
上
申
暇
何
分
鉢
熟
瞬
く
鋤
象
休
狼
禽
笈
脹
哉
ホ
フ
マ
ー
ヱ

液
欝
径
殉
砂
精
芋
之
専
羨
荊
鋪
一
一
単
調
驚
担
塁
へ
至
撰
亀
漣

一
．
。
Ｉ
Ｉ
０
Ｉ
Ｉ
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｕ
■
Ⅱ
Ⅱ
ｌ
７
ｌ
Ｉ
Ｉ
０
１
ｌ
Ⅱ
１
１
１
Ⅱ
Ｉ
０
８
Ｉ
ｆ
ｌ
１
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
‐
．
１
１
１
１
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
ワ
ー
１
０
ト
ー
■
‐
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
‐
０
１
Ｉ
．
‐
，
‐
ｌ
Ｉ
ｌ
Ｐ
－

一
難
狂
垂
７
曹
崇
剤
鼻
効
篭
之
尚
大
坊
皐
建
へ
假
琳
震
礎
量
委

一一一一

■
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
－
ｌ
ｌ
Ⅱ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

伺
候
悪
位
護
宮

脊
そ
月
○
千
六
向
『

’

，I

’

’
1

央
政
エ
ヱ
‐ｌ

市
来
四
郎
■

Ｆ
‐
ｌ
Ｕ
８
ｌ
Ｉ
１
Ｉ
０
ｊ
ｌ
Ⅱ
■
８
１
１
８
０
回

元
画
叩
戟
寧
岨
目
、

黛
丘
と
犬
孜
）
．

’
1

－
ｌ
ｌ
ｌ
１
Ｐ
ｉ

I!
l0

II
－

’’
一口一 －

一一』

永診1

1

‐
ｉ
愚
摂
二
物
日
二
耳
畢
純
暑
性
御
翻
景
御
家
黙
１
本
伺
候

‐
；
鮨
鐘
蒋
銀
韓
響
冬
守
屋
睡
坤
羅
蓉
石
全
ク
書
時
流
行
怪
之
．

蕊
し
う
淘
汰
１
可
減
為
べ
候
城
卜
永
‐
存
候

’
’
1

I

坪
井
芳
洲

｜
’

写真3坪井芳洲筆島津斉彬容体書(史

料内表紙および部分)(東京大学史料編纂

所蔵｢(原)斉彬公史料｣)(鹿児島県歴史資

料センター恵与のコピーから撮影）
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（
原
）
斉
彬
公
史
料
で
は
、
鞁
掌
史
料
で
訂
正
さ
れ
た
通
り
に
清
書
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
（
写
真
３
）
。

元
の
文
書
を
直
接
見
て
い
な
い
の
で
断
定
は
出
来
な
い
が
、
こ
れ
を
見
る
と
、
島
津
家
編
集
所
に
お
け
る
作
業
の
際
に
、
日
付
が
訂
正
さ

れ
、
卜
の
字
お
よ
び
読
点
が
付
加
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
鞁
掌
史
料
、
（
原
）
斉
彬
公
史
料
、
県
史
料
の
文
面
を
比
較
す
る
と
、

一
部
の
読
点
、
中
点
の
有
無
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
同
文
で
あ
る
。
鞁
掌
史
料
の
段
階
で
行
わ
れ
た
訂
正
が
、
以
後
基
本
的
記
載
と
し
て
理

解
さ
れ
て
来
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
現
在
入
手
出
来
る
島
津
斉
彬
の
伝
記
で
は
、
県
史
料
公
刊
前
に
出
版
さ
れ
た
池
田
俊
彦
氏

（
二
○
）
Ｉ
（
二
二
）

の
も
の
を
含
め
て
す
べ
て
、
容
体
害
の
日
付
が
七
月
十
六
日
に
な
っ
て
い
る
。

著
者
は
最
初
、
坪
井
芳
洲
筆
の
容
体
害
の
他
に
、
薩
摩
藩
の
公
式
記
録
と
し
て
残
さ
れ
た
病
状
記
録
が
あ
り
、
そ
れ
が
県
史
料
の
基
礎
と

な
っ
た
の
か
と
考
え
た
。
後
に
の
べ
る
よ
う
に
、
容
体
書
を
漢
方
医
史
料
と
比
較
す
る
と
そ
う
し
た
記
録
が
か
っ
て
存
在
し
た
こ
と
を
思
わ

せ
る
が
、
鞁
掌
史
料
、
県
史
料
に
は
「
本
書
黒
田
長
溥
公
ヨ
リ
廻
送
セ
ラ
レ
伊
達
家
所
蔵
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
伊
達
家
史
料
と
県
史

料
と
は
一
部
を
除
い
て
本
文
が
よ
く
一
致
し
て
い
る
の
で
、
別
系
統
の
史
料
と
考
え
る
の
は
無
理
で
あ
ろ
う
。

前
に
の
べ
た
よ
う
に
吉
永
源
八
郎
が
福
岡
を
出
発
し
た
の
は
七
月
二
十
八
日
以
降
で
、
八
月
二
十
八
日
に
帰
着
し
て
い
る
。
し
か
も
薩
摩

到
着
後
す
ぐ
に
は
情
報
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
と
黒
田
書
簡
に
あ
る
の
で
、
坪
井
芳
洲
が
吉
永
に
容
体
書
を
発
行
し
た
の
は
八
月
中
と
考
え
ら

れ
、
容
体
書
の
日
付
は
発
行
の
時
点
を
示
す
も
の
で
あ
ろ
う
。
島
津
家
編
集
所
は
発
行
の
時
期
を
重
視
せ
ず
、
斉
彬
死
去
の
日
の
七
月
十
六

加
筆
と
い
う
印
象
が
強
い
。

黒
田
書
簡
原
本
に
は
句
読
点
が
な
い
が
、
『
照
国
公
文
書
」
に
掲
載
さ
れ
た
黒
田
書
簡
は
読
点
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
島
津
家
編
集
所
で
は

読
解
の
た
め
に
そ
う
し
た
作
業
を
行
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
容
体
書
の
場
合
も
、
日
付
を
除
い
て
、
本
文
の
訂
正
と
い
う
よ
り
読
解
の
た
め
の

日
に
訂
正
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。

鞁
掌
史
料
原
本
を
適
当
な
手
法
で
検
討
す
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
加
筆
訂
正
の
実
態
が
明
ら
か
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
。
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市
来
四
郎
お
よ
び
そ
の
甥
寺
師
宗
徳
が
こ
れ
を
担
当
し
、
最
初
鹿
児
島
で
作
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
後
に
東
京
に
編
集
出
張
所
を
設
け
、

さ
ら
に
明
治
二
十
三
年
に
は
編
集
所
を
東
京
に
移
し
、
全
部
の
作
業
を
東
京
で
行
う
こ
と
と
な
っ
た
。

市
来
四
郎
は
、
明
治
十
五
年
斉
彬
言
行
録
、
明
治
十
六
年
島
津
家
記
、
明
治
十
八
年
島
津
家
国
事
鞍
掌
録
編
蟇
を
命
じ
ら
れ
た
が
、
と
く

に
明
治
二
十
一
年
、
宮
内
大
臣
が
島
津
家
を
含
む
旧
四
大
藩
に
旧
藩
事
蹟
を
記
録
し
て
提
出
す
る
よ
う
に
指
示
し
て
か
ら
、
藩
外
史
料
も
含

む
編
蟇
作
業
を
行
っ
た
。
こ
の
作
業
の
結
果
、
作
成
、
提
出
さ
れ
た
の
が
「
島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
」
で
あ
る
。
（
著
者
が
恵
与
さ
れ
た
史
料
コ

ピ
ー
を
見
る
と
、
鞁
掌
史
料
を
清
書
し
た
も
の
が
（
原
）
斉
彬
公
史
料
で
、
二
段
階
の
作
業
が
行
わ
れ
た
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
「
鹿
児
島
県
史
料
斉

彬
公
史
料
第
一
巻
」
解
題
は
、
「
島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
」
の
一
部
が
「
（
原
）
斉
彬
公
史
料
」
で
あ
る
と
し
て
お
り
、
著
者
の
言
う
鞁
掌
史
料
は
、
解
題

が
「
島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
」
中
の
草
稿
史
料
と
し
て
い
る
も
の
に
あ
た
る
の
で
あ
ろ
う
。
）

（
二
三
）
（
二
五
）

市
来
四
郎
（
一
八
二
八
’
一
九
○
三
）
（
文
政
十
一
年
ｌ
明
治
三
十
六
年
）

名
は
廣
貫
。
薩
摩
藩
寺
師
家
に
出
生
。
十
一
歳
の
と
き
、
市
来
家
へ
養
子
に
入
る
。
成
人
後
、
藩
士
と
し
て
砲
術
、
兵
器
製
造
、
通
貨
鋳

造
な
ど
の
職
務
に
関
与
。
維
新
後
は
製
糸
、
牧
畜
な
ど
に
従
事
。
西
南
戦
争
の
時
は
、
島
津
久
光
・
忠
義
に
従
い
中
立
を
守
っ
た
。
明
治
十

五
年
、
五
十
五
歳
の
時
か
ら
文
筆
に
専
念
、
上
の
よ
う
に
島
津
久
光
・
忠
義
の
指
示
で
、
甥
の
寺
師
宗
徳
と
共
に
十
六
年
間
に
わ
た
っ
て
島

島
津
家
文
書
は
、
江
一
一

失
わ
れ
た
。
こ
の
こ
と
↑

集
整
理
が
開
始
さ
れ
た
。

（
二
三
）
Ｉ
（
二
六
）

の
概
要
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
斉
彬
を
中
心
と
す
る
島
津
家
史
料
は
、
明
治
時
代
に
島
津
家
編
集
所
に
お
い
て
整
理
編
集
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ

四
島
津
家
編
集
所
に
お
け
る
編
集
作
業

害
は
、
江
戸
三
田
藩
邸
の
焼
打
ち
、
廃
藩
置
県
の
際
の
公
的
記
録
の
廃
棄
、
西
南
戦
争
な
ど
の
事
件
に
よ
っ
て
多
く
の
文
書
が

こ
の
こ
と
を
憂
盧
し
た
人
た
ち
が
、
明
治
十
五
年
ご
ろ
島
津
久
光
・
忠
義
父
子
に
上
申
し
、
父
子
の
指
示
で
島
津
家
文
書
の
収
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津
家
関
係
史
料
の
編
集
に
心
血
を
注
い
だ
。
明
治
三
十
六
年
二
月
死
去
。

市
来
四
郎
が
島
津
家
文
言
収
集
編
蟇
に
あ
た
っ
た
功
續
は
極
め
て
大
き
く
、
上
の
訂
正
加
筆
の
推
定
が
事
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
市
来

の
偉
大
な
業
續
の
価
値
を
少
し
も
減
ず
る
も
の
で
は
な
い
。

太
守
様
御
事
去
ル
九
日
昼
後
ョ
リ
御
時
候
当
ニ
テ
御
熱
被
為
入
御
腰
部
之
御
痙
壁
時
々
御
腹
痛
被
為
在
御
下
同
度
々
有
之
候
得
共
御
快
通

不
被
為
入
坪
井
芳
洲
拝
診
御
発
表
剤
カ
ミ
ツ
レ
接
骨
木
花
茅
根
調
進
仕
候

一
同
十
日
御
容
体
裏
急
後
重
之
御
模
様
二
而
御
腹
痛
御
強
被
為
入
御
舌
苔
被
為
在
御
上
り
別
而
御
少
御
安
眠
不
被
為
在
昼
夜
御
下
圃
三
十
度

位
被
為
入
候
附
朝
稲
三
益
清
水
養
正
拝
診
之
上
加
味
正
気
散
加
葛
根
大
黄
調
ヲ
芳
洲
ョ
リ
サ
ァ
レ
ッ
フ
煎
カ
ミ
ツ
レ
接
骨
木
花
茅
根
泡
出
差

上
候
一
同
十
一
日
暁
御
発
汗
御
相
応
一
一
被
為
在
御
腹
痛
御
痙
掌
少
者
御
和
ラ
ギ
被
遊
御
血
便
ハ
昼
夜
四
拾
度
被
為
在
上
リ
モ
昨
日
御
同
様
三
益
養

正
拝
診
御
胸
悶
之
御
気
味
被
為
在
候
附
黄
苓
湯
加
葛
根
調
進
仕
候
芳
洲
御
薬
御
同
様
差
上
置
候

一
同
十
二
日
御
気
分
御
同
様
之
内
二
而
少
ハ
御
開
粥
二
拾
五
匁
程
御
望
ニ
テ
被
召
上
終
日
七
拾
五
匁
餘
被
召
上
御
味
噌
汁
御
豆
腐
少
被
召
上

先
に
校
訂
し
た
容
体
書
本
文
を
漢
方
医
作
成
の
容
体
書
と
比
較
し
た
。

左
記
が
、
漢
方
医
作
成
の
容
体
書
の
、
明
ら
か
な
誤
り
を
訂
正
し
た
本
文
で
あ
る
。
薪
漢
字
を
使
用
）

（
一
）

（
前
槁
で
は
気
脱
を
虚
脱
で
あ
ろ
う
と
し
た
が
、
坪
井
芳
洲
筆
容
体
書
に
気
脱
と
い
う
言
葉
が
あ
る
の
で
、
そ
の
ま
ま
と
し
た
）

五
坪
井
芳
洲
筆
容
体
害
と
漢
方
医
作
成
の
容
体
書

御
容
体
書
罐
誇
挙
津
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興
味
深
い
の
は
、
七
月
十
四
日
の
項
の
最
初
の
部
分
が
、
両
者
ほ
と
ん
ど
同
一
の
こ
と
で
あ
る
。
七
月
十
五
日
に
も
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。

七
月
十
四
日
に
は
「
完
穀
（
下
痢
こ
と
い
う
漢
方
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
芳
洲
筆
容
体
害
の
こ
の
部
分
は
漢
方
医
の
記
録
を
引
用
し
た

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
芳
洲
は
他
の
項
で
、
漢
方
医
が
記
載
し
て
い
な
い
寒
熱
、
腹
部
拘
塗
と
い
う
漢
方
用
語
を
使
用
し
て
い
る
の
で
、

芳
洲
の
医
学
が
漢
方
の
考
え
を
脱
し
切
っ
て
い
な
か
っ
た
面
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
七
月
十
四
日
の
記
載
に
は
、
単
に
記
載
す
べ
き

内
容
が
同
じ
で
あ
っ
た
以
上
の
文
面
の
一
致
が
あ
る
。

想
像
だ
が
、
当
時
の
病
床
記
録
は
芳
洲
と
漢
方
医
と
が
別
々
に
記
載
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
七
月
十
四
日
の
少
な
く
と
も
最
初
は
、
漢

方
医
が
診
療
を
担
当
し
た
た
め
芳
洲
の
側
に
記
録
が
な
く
、
容
体
言
を
作
成
す
る
と
き
漢
方
医
の
記
録
を
参
照
引
用
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
参
照
が
可
能
だ
っ
た
と
す
る
と
、
あ
る
い
は
同
一
冊
子
に
場
所
を
変
え
て
記
載
さ
れ
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

御
腹
痛
御
熱
発
モ
御
薄
被
為
在
御
下
町
昼
夜
三
拾
三
度
芳
洲
ョ
リ
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
加
砂
仁
藺
唐
木
秀
調
差
上
候

一
同
十
三
日
御
気
分
御
通
御
被
召
上
候
モ
昨
日
ョ
リ
ハ
御
重
ミ
御
熱
発
モ
至
テ
御
軽
被
為
在
御
薬
黄
苓
湯
加
桂
根
黄
連
調
上
御
上
り
昼
夜
百

五
匁
御
下
町
昼
夜
三
拾
二
度
芳
洲
ヨ
リ
ハ
矢
張
前
方
差
上
置
候

一
同
十
四
日
御
肌
熱
御
薄
昨
夜
ヨ
リ
時
々
御
便
中
赤
白
御
交
被
遊
御
完
穀
モ
御
交
リ
被
遊
御
安
眠
モ
不
被
為
入
御
労
倦
被
為
在
御
音
声
モ
御

力
ナ
ク
候
而
御
薬
参
苓
白
乖
散
調
進
仕
御
灸
治
御
中
院
御
気
海
御
天
枢
モ
両
度
被
遊
候
御
血
便
昼
夜
二
拾
三
度
二
而
御
減
少
ハ
被
遊
候
得
共

御
上
り
至
而
御
少
ク
益
御
労
倦
被
為
在
御
脈
状
至
而
御
気
薄
相
伺
候

一
同
十
五
日
今
朝
ョ
リ
御
脈
益
御
気
薄
御
労
倦
御
弥
増
御
手
足
御
微
冷
御
血
便
昼
夜
十
度
被
為
入
候
夕
方
ョ
リ
御
空
煩
之
御
模
様
被
為
在
候

附
大
四
君
子
湯
加
肉
桂
乾
姜
調
進
仕
御
灸
治
御
同
穴
へ
度
々
差
上
候
得
共
益
御
気
脱
之
御
容
体
附
前
方
加
附
子
調
上
仕
候
得
共
御
気
息
御
厭

冷
御
増
御
薬
灸
御
奏
効
不
被
為
在
今
朝
六
時
御
養
生
不
被
為
叶
何
分
奉
恐
入
次
第
御
座
候
此
段
申
上
候
以
上

七
月
奥
医
師
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芳
洲
筆
容
体
書
の
敬
語
を
除
き
、
可
能
な
場
合
に
は
用
語
を
現
代
医
学
用
語
に
換
え
る
な
ど
の
操
作
を
行
っ
た
の
が
、
左
記
の
文
で
あ
る
。

著
者
は
漢
方
や
藺
方
の
医
学
用
語
に
暗
い
の
で
、
不
明
の
部
分
は
そ
の
ま
ま
と
し
た
。

著
者
は
漢
方
医
の
容
体
書
が
掲
載
さ
れ
た
寺
師
宗
徳
の
『
贈
正
一
位
島
津
斉
彬
公
記
』
を
鹿
児
島
県
立
図
書
館
で
短
時
間
見
た
だ
け
で
、

こ
の
書
物
の
成
立
経
過
や
記
載
内
容
を
充
分
に
検
討
出
来
な
か
っ
た
。
あ
る
い
は
こ
の
漢
方
医
の
容
体
書
が
含
ま
れ
た
病
床
記
録
が
島
津
家

文
書
か
ら
将
来
発
見
さ
れ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
現
在
ま
で
は
そ
う
し
た
報
告
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。
な
お
著
者
の
寺
師
宗
徳
は
先
に
述
べ

た
よ
う
に
市
来
四
郎
の
甥
で
、
慶
応
義
塾
に
学
び
、
市
来
と
共
に
島
津
家
編
集
所
員
と
し
て
島
津
家
文
書
の
収
集
整
理
に
功
績
の
あ
っ
た
人

（
一
一
一
一
一
）

で
あ
る
。

容
体
は
同
様
で
、
下
痢
昼
夜
四
十
行
、
発
熱
の
状
態
は
少
し
軽
く
な
っ
た
。
尿
量
減
少
し
た
。

同
十
一
日

熱
気
強
く
あ
り
、
腹
痛
、
下
痢
数
行
あ
っ
た
。
腹
部
に
は
、
限
局
性
の
劇
痛
な
ど
な
く
、
痙
筆
痛
の
状
態
と
思
わ
れ
た
。

煎
剤
と
し
て
、
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
に
加
密
列
・
接
骨
花
・
小
首
香
・
甘
草
を
泡
出
し
、
投
与
し
た
。
蜂
蜜
ア
ル
タ
ア
煎
で
淀
腸
し
た
。

夜
診
察
し
た
と
こ
ろ
、
時
候
当
り
の
様
子
で
、
悪
寒
発
熱
あ
り
、
舌
苔
厚
く
、
腹
部
拘
箪
。
大
便
は
す
こ
し
ず
つ
催
す
が
、
よ
く
出
な
い
。

泡
剤
と
し
て
接
骨
花
・
加
密
列
・
蜀
葵
花
・
珊
篤
里
・
小
首
香
に
、
砿
砂
ニ
ケ
レ
イ
ン
ず
つ
加
へ
投
与
し
た
。

同
十
日

七
月
九
日

症
状
と
処
方
経
過

－L

ノ、

容
体
書
の
現
代
語
訳
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下
痢
昼
夜
三
十
三
度
。
赤
痢
で
血
交
り
の
滑
便
（
粘
血
便
？
）
あ
り
。
裏
急
後
重
強
く
、
発
熱
の
症
状
は
同
様
。
脈
榑
、
一
分
間
八
十
七
八

度
あ
る
い
は
九
十
四
五
度
。
食
欲
不
良
。
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
に
蕾
香
・
木
香
・
砂
仁
・
加
密
列
少
？
（
匙
？
宛
？
）
泡
出
し
、
投
与
し
た
。

肌
熱
薄
く
、
昨
夜
か
ら
時
々
便
に
赤
白
交
り
、
完
穀
も
交
り
、
安
眠
せ
ず
、
労
倦
あ
り
、
音
声
に
も
力
が
な
く
、
サ
ァ
レ
ッ
フ
煎
に
カ
ス

カ
リ
ル
ラ
・
水
楊
梅
・
加
密
列
を
泡
出
。
コ
ロ
ン
ポ
エ
キ
ス
散
薬
に
竜
脳
を
加
へ
投
与
し
た
。
今
日
、
昼
夜
下
痢
二
十
三
度
に
減
少
、
本
便

交
り
通
じ
た
が
、
食
事
の
量
は
非
常
に
少
く
、
ま
す
ま
す
労
倦
に
あ
り
、
脈
は
頻
数
微
弱
で
あ
っ
た
。

下
痢
昼
夜
三
十
二
度
。
赤
痢
だ
が
血
便
は
軽
く
、
発
熱
は
軽
く
、
裏
急
後
重
も
少
く
、
舌
苔
薄
い
が
、
尿
量
は
少
な
い
。
煎
薬
は
前
方
の

通
り
。
散
薬
と
し
て
コ
ロ
ン
ボ
エ
キ
ス
・
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
投
与
。
腹
部
に
緩
和
蒸
剤
を
投
与
し
た
。

今
朝
か
ら
脈
ま
す
ま
す
頻
数
微
弱
と
な
り
、
労
倦
増
加
し
、
四
肢
微
冷
。
下
痢
昼
十
度
あ
り
。
其
中
、
本
便
四
五
度
通
じ
あ
り
、
小
水
は

二
、
三
回
よ
く
出
た
。
食
事
（
の
摂
取
も
）
よ
く
、
や
や
回
復
の
様
子
に
見
え
た
が
、
晩
方
か
ら
疲
労
が
増
し
、
虚
煩
の
状
態
に
見
え
た
。
コ

ロ
ン
ポ
エ
キ
ス
・
竜
脳
散
薬
に
キ
ナ
塩
を
配
合
し
て
投
与
。
腓
腸
部
に
芥
子
パ
ッ
プ
を
行
っ
た
。
何
分
に
も
気
脱
の
容
体
に
あ
る
の
で
、
ホ

フ
マ
ン
液
・
雷
香
・
砺
砂
精
な
ど
の
薬
剤
を
た
び
た
び
投
与
し
た
が
、
極
め
て
重
症
で
薬
剤
の
効
果
が
な
く
、
予
後
不
良
で
あ
っ
た
。

思
う
に
、
初
日
三
日
は
単
牲

に
い
れ
る
べ
き
か
と
考
え
る
。

薬
は
前
方
通
り
。
夜
分
不
眠
あ
り
、
ヒ
ョ
シ
ャ
エ
キ
ス
五
ヶ
レ
イ
ン
服
用
し
た
。
毎
日
数
回
、
サ
ァ
レ
ッ
フ
煎
で
淀
腸
し
た
。

同
十
二
日

同
十
三
日

同
十
四
日

同
十
五
日

f（

／、

月

初
日
三
日
は
単
純
良
性
下
痢
の
症
状
と
考
え
た
が
、
末
期
に
急
変
し
た
虚
脱
症
状
は
、
全
く
当
時
流
行
し
て
い
た
コ
レ
ラ
病
状

坪
井
芳
洲
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二
）
身
体
部
位
：
腹
部
、
腓
腸

（
三
症
状
・
・
寒
熱
、
熱
気
、
熱
候
、
腹
痛
、
下
痢
、
赤
痢
、
裡
急
後
重
（
裏
急
後
重
）
、
大
便
少
宛
催
有
之
候
得
共
快
通
無
、
便
中
赤
白
相

交
リ
、
完
穀
モ
相
交
リ
、
血
交
リ
ノ
滑
便
（
粘
血
便
？
）
、
本
便
交
リ
通
候
得
共
、
本
便
四
五
度
通
有
、
小
水
通
不
宜
、
小
水
両
三
度
快
通
、

安
眠
無
之
、
疲
労
相
増
、
労
倦
、
食
機
不
宜
、
食
事
至
テ
少
、
食
事
宜
敷

（
三
）
所
見
・
・
舌
胎
（
舌
苔
）
、
腹
部
拘
箪
、
腹
部
定
所
之
劇
痛
等
無
、
痙
掌
痛
之
模
様
、
脈
榑
一
密
紐
篇
二
八
十
七
八
度
或
九
十
四
五
度
、

脈
状
細
数
、
肌
熱
薄
ク
、
音
声
モ
無
力
、
手
足
微
冷
、
梢
整
復
（
回
復
）
之
模
様
、
虚
煩
之
模
様
、
気
脱
之
容
体
、
至
極
之
難
症
ニ
テ
薬
剤
奏

効
無
、
御
大
切
奉
恐
入
候
御
容
体
、
終
末
転
変
虚
脱
症
状

効
無
、
御
大
切

（
四
）
薬
剤
名

緩
和
蒸
剤

琶
布
（
パ

泡
剤
例

泡
（
泡
は
浸
と
同
義
）
剤

煎
剤
・
・
サ
ア
レ
ッ
フ
煎

一
側
文
月
・
・
判
／
ア
レ
級
／
フ
ー
側

散
薬
：
コ
ロ
ン
ボ
エ
キ
ス
（
格
縮
撲
越
幾
私
）
、

そ
の
他
（
水
剤
を
含
む
）
：
ヒ
ョ
シ
ャ
エ
キ
ス
、

涜
腸
薬
・
・
蜂
蜜
ア
ル
タ
ア
煎
、
サ
ア
レ
ッ
フ
煎

七
容
体
書
に
記
載
さ
れ
た
事
項

（
パ
ッ
プ
）
剤
．

、
例
・
・
接
骨
花
、

芥
子
加
密
列
、
蜀
葵
花
、
珊
篤
里
、
小
面
香
泡
出
十
砺
砂
二
氏
宛
加

接
骨
花
、
加
密
列
、
蜀
葵
花
、
珊
篤
里
、
小
面
香
、
甘
草
、
蕾
香
、
木
香
、
砂
仁
、
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
、
水
楊
梅

竜
脳
、
キ
ナ
（
幾
那
）
塩
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
（
亜
刺
比
屋
護
謨
）

ホ
フ
マ
ン
液
、
寮
香
、
砺
砂
精
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容
体
言
に
書
か
れ
た
薬
剤
は
す
で
に
知
ら
れ
た
も
の
ば
か
り
で
、
こ
こ
で
は
容
体
書
校
訂
に
必
要
な
薬
名
の
確
認
に
と
ど
め
る
・
当
時
は
、

（
六
）
診
断
：
時
候
当
り

（
七
）
診
察
、
投
薬
単
位

そ
の
他
：
ホ
フ
マ
ン
液
、
寮
香
、
砿
砂
精

（
五
）
処
置
：
涜
腸
、
腹
部
緩
和
蒸
剤
、
芥
子
琶
布

（
六
）
診
断
・
・
時
候
当
リ
ノ
模
様
、
単
純
善
性
痢
疾
、
コ
レ
ラ

密
紐
篤
：
ミ
ニ
ュ
ー
ト
（
オ
ラ
ン
ダ
語
の
目
目
匡
こ

氏
・
・
ケ
レ
イ
ン
、
ゲ
レ
イ
ン
（
オ
ラ
ン
ダ
語
の
喝
①
旨
）
、
グ
レ
イ
ン
（
英
語
の
四
四
言
）
（
注
）

注
：
氏
は
重
量
単
位
の
符
号
矢
一
半
調
毛
墾
ロ
ー
マ
字
の
Ｇ
を
日
本
の
藺
学
者
が
漢
字
風
に
書
き
や
す
く
し
た
も
の
で
あ
り
、
約
○
・
○
六
四
八
グ
ラ

ム
を
示
す
（
中
村
昭
博
士
の
教
示
に
よ
る
）
。
な
お
氏
と
い
夕
惑
聿
坐
い
て
、
著
者
は
『
ハ
ル
マ
和
蟹
は
参
照
出
来
な
か
っ
た
が
、
「
訳
違
の
度

量
衡
表
に
は
こ
の
字
は
な
く
、
ロ
ー
マ
字
の
Ｇ
の
み
が
書
か
れ
て
い
た
。

煎
剤
例
・
・
サ
ア
レ
ッ
フ
煎
十
加
密
列
、
接
骨
花
、
小
面
香
、
甘
草
泡
出

サ
ア
レ
ッ
フ
煎
十
蕾
香
、
木
香
、
砂
仁
、
加
密
列
泡
出

サ
ァ
レ
ッ
フ
煎
十
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
、
水
楊
梅
、
加
密
列
泡
出

散
薬
例
・
・
格
倫
撲
越
幾
私
（
コ
ロ
ン
ポ
エ
キ
ス
）
＋
亜
刺
比
屋
護
謨
（
ア
ラ
ビ
ァ
ゴ
ム
）

格
論
撲
越
幾
私
十
亜
刺
比
屋
護
謨
＋
竜
脳

コ
ロ
ン
ポ
エ
キ
ス
・
竜
脳
散
薬
十
幾
那
塩

服
薬
・
・
ヒ
ョ
シ
ャ
エ
キ
ス

八
容
体
書
に
書
か
れ
た
薬
剤
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匡
さ
冒
罰
亘
屋
ａ
な
ど
の
球
茎
。

藺
方
で
も
従
来
か
ら
あ
っ
た
生
薬
が
主
体
を
占
め
て
い
た
。

（
三
二
Ｉ
（
三
四
）

二
）
薬
剤
名
。
そ
の
原
料
動
植
物
の
学
名
と
和
名

接
骨
（
木
）
花
の
シ
冨
由
ご
ロ
ロ
⑦
ｚ
ご
言
あ
四
目
言
目
の
の
耐
ｇ
目
色
目
（
言
巳
国
匡
目
の
①
×
の
国
①
９
．
（
ニ
ワ
ト
コ
）
の
、
普
通
は
茎
を

乾
燥
し
た
も
の
を
用
い
る
。
花
を
使
う
場
合
も
あ
る
。

加
密
列
：
巨
画
ｇ
ｏ
冑
酎
の
冨
冒
○
日
筐
四
Ｆ
（
カ
ミ
ツ
レ
）
の
頭
花
を
乾
燥
し
た
も
の
。

蜀
葵
（
し
よ
く
き
）
花
、
ア
ル
タ
ア
：
ど
号
四
①
四
ｓ
め
ｇ
Ｐ
）
○
四
ぐ
．
（
タ
チ
ア
オ
イ
）
の
花
（
茎
葉
、
根
、
種
子
な
ど
）
が
用
い
ら
れ
る
。

珊
篤
里
・
向
昌
２
の
肩
口
＆
言
日
の
Ｆ
（
サ
ン
ト
リ
ソ
ウ
）
の
花
を
つ
け
た
全
草
。

小
面
香
甸
○
両
ｚ
肩
口
目
甸
詞
ご
○
弓
ど
の
蜀
○
①
己
２
曰
く
巨
億
閏
①
冨
邑
．
（
ウ
イ
キ
ョ
ウ
）
の
果
実
。

甘
草
⑦
Ｆ
国
○
国
罰
罰
国
目
シ
国
罰
シ
昌
凋
恥
臼
胃
胃
『
三
目
昌
里
ｇ
の
一
の
国
の
ｇ
、
（
ウ
ラ
ル
カ
ン
ゾ
ウ
）
ま
た
は
Ｑ
胃
冑
号
厨
固
唾
号
国
Ｆ
ぐ
閏
、

哩
目
号
罠
①
国
詞
凋
．
２
国
の
ａ
．
（
ナ
ン
キ
ン
カ
ン
ゾ
ウ
）
の
根
。

蕾
香
（
か
く
こ
う
弓
○
⑦
○
の
弓
両
冒
昌
国
両
”
國
安
“
鈩
阻
の
国
呂
①
昌
唱
の
四
（
国
、
ｇ
・
曾
冨
昌
己
・
〆
目
目
①
（
カ
ワ
ミ
ド
リ
）
ま
た
は
酉
唱
の
扇
目
目

８
巨
冒
（
匹
目
８
）
国
ｇ
吾
．
（
パ
チ
ョ
リ
）
の
全
草
ま
た
は
葉
を
乾
燥
し
た
も
の
。

木
香
シ
ロ
○
門
シ
Ｚ
目
シ
両
困
睦
白
浅
窃
シ
己
閉
口
罰
両
シ
向
詞
酔
冒
ご
め
画
巨
の
の
貝
①
画
匿
９
画
Ｑ
画
異
の
（
モ
ッ
コ
ウ
）
な
ど
の
乾
燥
根
。

砂
仁
（
し
ゃ
じ
ん
）
・
・
シ
目
○
目
匡
日
〆
煙
昌
三
○
匙
①
の
弓
煙
罠
呂
（
和
名
な
し
）
の
種
子
団
塊
。

カ
ス
ヵ
リ
ル
ラ
：
ｏ
ｇ
ｇ
ｐ
里
昌
角
田
国
９
口
（
カ
ス
カ
リ
ラ
）
の
樹
皮
。

水
楊
梅
（
す
い
よ
う
ぱ
い
）
・
・
の
ｇ
昌
昌
ｇ
ｏ
己
２
日
弓
冒
弓
（
ダ
イ
コ
ン
ソ
ウ
）
の
根
を
含
む
全
草
。

サ
ア
レ
ッ
フ
（
サ
レ
ッ
プ
根
）
の
シ
Ｆ
向
石
弓
ご
国
祠
詞
”
○
月
三
の
目
○
風
○
Ｆ
ま
た
は
シ
ご
画
８
日
日
扇
日
日
ョ
己
昌
の
四
ｎ
ｇ
ａ
｝
国
胃
冨
己
号
①
菌

コ
ロ
ン
ボ
ェ
キ
ス
（
格
倫
撲
越
幾
私
）
・
・
旨
蔚
９
三
目
の
ｏ
言
日
ｇ
ご
尉
耐
（
コ
ロ
ン
ボ
）
の
塊
根
。
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接
骨
花
［
接
骨
木
花
、
サ
ン
ビ
キ
ス
、
蟹
『
弓
旨
巴
、
加
密
列
［
加
密
爾
列
、
カ
ミ
ル
レ
、
ム
ー
ド
ル
コ
ロ
イ
ド
、
冨
○
の
号
鳥
目
且
｛
加
密
示
列
、

加
密
児
列
｝
、
ア
ル
タ
ア
［
ア
ル
タ
ー
花
、
と
号
四
匡
○
⑦
且
｛
ア
ル
タ
ー
、
亜
示
苔
、
ア
ル
タ
ー
フ
ル
ー
ム
｝
、
蜀
葵
花
［
蜀
葵
、
マ
ル
ハ
、
三
四
寺
四
］

｛
マ
ル
ハ
ア
｝
、
小
首
香
［
（
小
）
面
香
］
、
甘
草
［
甘
草
、
リ
ク
イ
リ
チ
ャ
、
巨
号
国
冒
］
、
カ
ス
カ
リ
ル
ラ
［
カ
ス
カ
ル
、
９
の
８
国
］
、
水
楊
梅

［
水
楊
梅
根
、
カ
レ
オ
ペ
ラ
タ
、
○
ｍ
ｇ
目
ご
冒
画
、
ナ
ア
ケ
ル
煎
、
ｚ
紺
色
］
、
サ
ア
レ
ッ
フ
｛
サ
ー
レ
ッ
プ
｝
、
コ
ロ
ン
ボ
エ
キ
ス
（
格
倫
撲
越
幾

私
）
［
コ
ロ
ン
ボ
ー
、
９
旨
ョ
ｇ
］
｛
姑
暹
莫
暴
｝
、
竜
脳
［
竜
脳
、
カ
ン
フ
ォ
リ
、
ｇ
ョ
ｇ
ｏ
ユ
、
キ
ナ
（
幾
那
）
塩
［
キ
ナ
、
Ｃ
匡
旨
四
］
｛
キ
ー
ナ
、

［

省
略
。 竜

脳

が
あ
る
。

蜂
蜜

芥
子

（
一
一
）

［
］

砿
砂
・
・
硫
酸

ヒ
ヨ
シ
ヤ
エ

ホ
フ
マ
ン
液

寮
香
巨
○
月

砿
砂
精
：
ア

キ
ナ
（
幾
那
）
塩
．
．
○
ヨ
８
○
国
囚
呂
８
吋
号
国
思
ぐ
○
コ
（
ア
カ
シ
ナ
ノ
キ
）
の
樹
皮
よ
り
採
取
。

ア
ラ
ピ
ア
ゴ
ム
（
亜
刺
比
屋
護
謨
）
：
シ
８
の
園
の
ｇ
①
鴨
三
富
局
．
（
ァ
ラ
ビ
ァ
ゴ
ム
ノ
キ
）
の
樹
液
。

ン
ヤ
エ
キ
ス
・
・
国
貫
〕
閂
く
曽
冒
筋

○
少
｝
弓
四
○
宛
シ
韓
ロ
ｑ
ｏ
ｇ
宮
〕
８
め
閏
○
昌
胄
旨
四
の
○
①
日
］
島
（
リ
ュ
ウ
ノ
ウ
ジ
ュ
）
の
材
よ
り
採
取
。
樟
脳
と
混
同
さ
れ
て
い
る
面

旨
○
門
冒
勗
恥
冨
用
９

Ｆ
・
ア
ン
モ
ニ
ア
水
。

（
が
い
し
、
か
ら
し
）
望
ｚ
シ
も
の
嗣
印
閃
巨
向
ｚ
出
国
２
８
言
］
８
ｍ
（
Ｃ
Ｒ
①
目
．
２
９
駅
．
（
カ
ラ
シ
ナ
）
の
種
子
。

容
体
書
の
薬
剤
名
中
、
シ
ー
ボ
ル
ト
が
使
用
し
て
い
た
薬
剤
の
表
記
を
比
較
の
た
め
に
示
し
た
。

（
三
五
）
（
三
六
）

内
は
呉
秀
三
『
シ
ー
ボ
ル
ト
先
生
』
、
｛
｝
内
は
戸
塚
武
比
古
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
中
の
表
記
。
両
方
が
一
致
し
た
場
合
は
、
｛
｝
を

硫
酸
ア
ン
モ
ニ
ウ
ム
。

冨
吊
８
尻
目
３
３
局
目
の
Ｐ
．
（
ジ
ャ
コ
ウ
シ
カ
）
の
雄
の
腺
分
泌
物
を
乾
燥
し
た
も
の
。

昌
鴨
『
Ｆ
（
ヒ
ヨ
ス
）
の
種
子
よ
り
採
取
。
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幾
那
｝
、
ア
ラ
ビ
ア
ゴ
ム
（
亜
刺
比
屋
護
謨
）
［
亜
刺
比
亜
膠
、
ど
号
国
瞥
且
｛
ア
ラ
ビ
ャ
ゴ
ム
、
亜
刺
比
亜
護
謨
｝
、
砺
砂
［
砿
砂
、
サ
ル
ァ
ン

モ
ニ
ア
シ
、
、
巴
四
日
目
○
己
四
国
、
ヒ
ヨ
シ
ヤ
エ
キ
ス
［
ヒ
ョ
ス
シ
ヤ
ム
ス
、
国
］
○
の
昌
四
冒
吊
、
ビ
ル
ゼ
ン
コ
ロ
イ
ド
、
国
旨
①
ロ
胃
昌
＆
｛
ヒ
ョ
シ
ヤ
モ

ス
、
必
与
悉
約
宜
斯
、
ビ
ル
セ
ン
コ
ロ
イ
ド
、
ヒ
ョ
シ
ヤ
モ
ス
エ
ク
ス
タ
ラ
ク
ト
、
エ
キ
ス
タ
ラ
ク
ト
ヒ
ョ
シ
ャ
モ
ス
｝
、
ホ
フ
マ
ン
液
［
ホ

フ
マ
ン
、
国
○
廟
冒
四
目
：
号
○
ｇ
の
屋
｛
ホ
フ
マ
ン
鎮
痛
液
｝
、
罵
香
［
雷
香
］
、
砺
砂
精
［
ア
ン
モ
ニ
ァ
ヵ
、
シ
日
日
○
国
国
冨
］
、
蜂
蜜
［
蜂
蜜
、
蜜
］
、

芥
子
［
芥
子
泥
］

注
・
・
蜀
葵
と
つ

こ
れ
ら
の
分
析
を
通
じ
て
、
各
史
料
の
意
義
を
総
括
し
た
い
。

伊
達
家
史
料
は
、
そ
の
成
立
経
過
か
ら
見
て
今
後
も
校
訂
の
基
本
と
す
べ
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
お
検
討
を
要
す
る
事
項
も
あ

り
、
完
全
に
根
本
史
料
と
す
る
に
は
問
題
が
残
る
。

書
翰
集
史
料
は
、
「
島
津
家
書
翰
集
」
復
刻
版
解
題
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
原
本
に
史
料
の
出
所
が
明
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
点
は
価
値

が
制
限
さ
れ
る
。
し
か
し
容
体
吉
の
文
面
は
、
誤
字
が
比
較
的
多
い
こ
と
を
別
に
す
れ
ば
、
伊
達
家
史
料
と
よ
く
一
致
し
て
お
り
、
島
津
家

編
集
所
に
お
け
る
整
理
を
受
け
な
か
っ
た
史
料
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
点
は
、
伊
達
家
史
料
を
評
価
す
る
上
で
重
要
な
参
考
と
な

県
史
料
お
よ
び
そ
の
基
本
と
な
っ
た

が
あ
り
、
そ
の
点
は
注
意
を
要
し
よ
う
。

つ
（
一
矛
つ
〆
。

著
者
が
推
定
し
た
史
料
成
立
の
経
過
を
、
表
に
示
し
た
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、
黒
田
書
簡
は
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
に
所
蔵
さ
れ
、
著
者
も
同
会
の
好
意
で
原
本
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

九
各
史
料
の
評
価
と
坪
井
芳
洲
筆
容
体
書
原
本
の
所
在

ル
タ
ア
は
同
じ
も
の
を
指
す
。「

島
津
家
国
事
鞁
掌
史
料
」
は
、
先
に
考
察
し
た
よ
う
に
訂
正
加
筆
の
影
響
を
受
け
て
い
る
可
能
性

/句可、
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表坪井芳洲筆島津斉彬容体書史料成立経過推定

（＊を付したのは、原史料が未発見のもの）

＊漢方医筆病状記録→＊漢方医筆容体書→『贈正一位島津斉彬公伝」

｜
▼

＊坪井芳洲筆病状記録→＊芳洲筆容体書→吉永源八郎→黒田長溥→伊達宗城

（＋黒田書簡）

＊芳洲筆容体書（原本所在：宇和島伊達文化保存会？）

－→伊達家家記編輯所

一一一一一一妾？------－一一一一テ

→伊達家写し

『島津家書翰集』

に姿島津家編輯所一→「国事鞁掌史料」－－〉「(原)斉彬公史料」

L東京大学史料編纂所
ザ

鹿児島県歴史資料セ

｢(原)斉彬公史料」

『鹿児島県史料」

－→『鹿児島県史料」
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同
会
に
よ
れ
ば
、
黒
田
書
簡
の
所
在
は
、
同
会
が
所
蔵
す
る
『
御
重
言
之
内
御
書
簡
類
総
目
録
（
全
Ｅ
お
よ
び
『
御
重
書
目
録
乙
』
に
記

載
さ
れ
て
い
る
が
、
容
体
害
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
容
体
書
が
本
来
の
位
置
と
異
な
っ
た
と
こ
ろ
に
置
か
れ
た
の
で
あ
る

（
三
七
）

う
と
い
う
。
宇
和
島
伊
達
家
文
書
は
彪
大
な
量
が
あ
り
、
現
在
も
整
理
が
進
行
中
で
あ
る
・
将
来
容
体
書
原
本
が
発
見
さ
れ
る
可
能
性
も
あ
る

と
の
こ
と
で
、
そ
れ
を
期
待
し
た
い
。

文
献

（
一
）

（
一
一
）

（
一
一
一
） こ

の
研
究
に
貴
重
な
史
料
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、
多
く
の
援
助
と
助
言
を
与
え
ら
れ
た
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
、
宇
和
島
市
立
図
書
館
、
鹿

児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
・
大
平
義
行
氏
、
鹿
児
島
県
立
図
書
館
・
森
重
孝
博
士
、
岩
崎
育
英
奨
学
会
、
福
岡
県
立
図
書
館
郷
土

資
料
室
・
中
村
昭
博
士
、
福
井
県
立
朝
倉
氏
遺
跡
資
料
館
舟
沢
茂
樹
氏
、
福
井
大
学
図
書
館
、
福
井
市
立
図
書
館
、
ま
た
写
真
を
作
成
し
て
い
た

だ
い
た
光
影
館
主
・
榊
原
英
夫
氏
に
深
謝
す
る
。

（
一
）
泉
彪
之
助
「
坪
井
芳
洲
と
薩
摩
藩
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
七
巻
四
号
、
五
六
七
’
五
八
一
頁
、
一
九
九
一
（
平
成
三
年
）
。

（
二
）
黒
田
長
溥
「
伊
達
宗
城
宛
書
簡
（
安
政
五
年
九
月
十
三
日
）
」
、
宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
の
好
意
に
よ
る
。

（
三
）
黒
田
斉
溥
（
長
溥
）
「
伊
達
宗
城
宛
書
簡
（
安
政
五
年
九
月
十
三
日
）
」
、
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
「
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
第

三
巻
」
三
二
二
’
三
二
四
頁
、
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
四
）
黒
田
斉
溥
（
長
溥
）
「
伊
達
宗
城
宛
書
簡
（
安
政
五
年
九
月
十
三
日
）
」
、
島
津
家
臨
時
編
輯
所
著
作
兼
発
行
一
照
国
公
文
書
」
一
二
○
葉
右
’
一

二
四
葉
右
、
一
九
一
○
（
明
治
四
十
三
年
）
。

（
五
）
日
藺
学
会
編
「
洋
学
史
事
典
』
二
三
九
頁
、
雄
松
堂
出
版
、
一
九
八
四
（
昭
和
五
十
九
年
）
。

（
六
）
坪
井
芳
洲
「
（
島
津
斉
彬
）
御
病
症
御
診
断
書
」
（
伊
達
家
写
し
）
、
『
稿
本
藍
山
公
記
」
（
安
政
五
年
戊
午
八
月
巻
百
十
二
）
九
頁
、
宇
和
島
伊
達

（
こ
の
論
文
の
要
旨
は
、
平
成
五
年
五
月
、
第
九
十
四
回
日
本
医
史
学
会
総
会
で
発
表
し
た
）

文
化
保
存
会
の
好
意
に
よ
る
。
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二二二三
（
完
）
「
国
事
鞁
掌
史
料
」
お
よ
び
「
（
原
）
斉
彬
公
史
料
」
、
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
、
鹿
児
島
県
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
史
料
編
さ
ん
室
の
好
意
に

坪
井
芳
洲
「
（
島
津
斉
彬
）
御
病
症
御
診
断
書
」
、
日
本
史
籍
協
会
編
・
発
行
『
島
津
家
書
翰
集
」
九
○
’
九
三
頁
、
大
正
十
二
年
、
東
京
大
学

出
版
会
、
一
九
七
二
（
昭
和
四
十
七
年
）
復
刻
。

坪
井
芳
洲
「
（
島
津
斉
彬
）
御
病
症
御
診
断
書
」
、
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
「
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
第
三
巻
」
三
一
二
’
三

一
三
頁
、
鹿
児
島
県
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

川
添
昭
二
・
福
岡
古
文
書
を
読
む
会
校
訂
『
新
訂
黒
田
家
譜
第
六
巻
（
香
月
恕
経
稿
、
江
島
茂
逸
補
訂
「
従
二
位
黒
田
長
溥
公
伝
」
上
、
中
、

下
）
」
、
文
献
出
版
、
一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

江
島
茂
逸
『
従
二
位
成
老
公
害
伝
』
私
家
版
、
一
九
○
五
（
明
治
三
十
八
年
）
、
福
岡
県
立
図
書
館
蔵
。

藤
井
甚
太
郎
「
黒
田
長
溥
公
評
伝
（
一
）
～
（
五
）
」
「
筑
紫
史
談
』
七
五
集
～
八
一
集
、
一
九
三
九
～
一
九
四
二
（
昭
和
十
四
年
～
昭
和
十
七
年
）
。

柳
猛
直
「
悲
運
の
藩
主
黒
田
長
溥
」
、
海
鳥
社
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

伊
東
尾
四
郎
「
福
岡
旧
事
叢
話
（
二
）
」
『
筑
紫
史
談
」
十
五
集
、
一
九
一
七
（
大
正
六
年
）
。

「
福
岡
藩
家
中
分
限
帳
」
（
万
延
元
年
六
月
調
、
文
久
二
年
写
）
『
福
岡
県
史
料
第
九
集
」
三
四
一
頁
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
年
）
。

「
伊
達
家
歴
代
要
覧
」
（
第
八
代
宗
城
の
項
）
、
宇
和
島
市
立
図
書
館
、
一
九
六
一
（
昭
和
三
十
六
年
）
。

「
宇
和
島
伊
達
家
家
譜
」
「
伊
達
宗
城
在
京
日
記
」
一
’
十
頁
、
日
本
史
籍
協
会
、
一
九
一
六
（
大
正
五
年
）
。

「
伊
達
宗
城
公
御
年
譜
」
『
鶴
鳴
餘
韻
』
下
巻
、
一
’
四
頁
、
伊
達
家
家
記
編
輯
所
、
一
九
一
四
（
大
正
三
年
）
、
宇
和
島
市
立
図
書
館
蔵
。

「
（
奥
医
師
筆
）
（
島
津
斉
彬
）
御
容
体
害
」
、
寺
師
宗
徳
『
贈
正
一
位
島
津
斉
彬
公
記
」
一
四
九
’
一
五
一
頁
、
村
野
山
人
、
一
九
○
八
（
明
治

池
田
俊
彦
『
島
津
斉
彬
公
伝
』
、
岩
崎
育
英
奨
学
会
、
鹿
児
島
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

島
重
孝
「
薩
摩
医
人
群
像
」
、
舂
苑
堂
、
鹿
児
島
、
一
九
七
六
（
昭
和
五
十
一
年
）
。

鮫
島
志
芽
太
『
島
津
斉
彬
の
全
容
」
、
ぺ
り
か
ん
社
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

「
市
来
四
郎
君
自
叙
伝
一
’
十
七
」
、
鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料
忠
義
公
史
料
第
七
巻
」
九
○
一
’
一
○
三
七

よ
る

四
十
一
年
）
。
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頁
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

鹿
児
島
県
維
新
史
料
編
さ
ん
所
編
『
鹿
児
島
県
史
料
斉
彬
公
史
料
第
一
巻
」
解
題
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
。

『
日
本
人
名
大
辞
典
』
第
一
巻
、
二
八
五
頁
、
平
凡
社
、
一
九
七
九
（
昭
和
五
十
四
年
）
復
刻
。

村
野
守
治
編
『
島
津
斉
彬
の
す
べ
て
」
、
新
人
物
往
来
社
、
東
京
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
・

中
村
昭
「
藺
方
口
伝
（
シ
ー
ボ
ル
ト
験
方
録
）
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
』
三
六
巻
三
号
、
二
七
一
’
二
九
四
頁
、
一
九
八
九
（
平
成
元
年
）
。

藤
林
普
山
一
訳
鍵
、
附
藺
学
逵
」
、
青
史
社
、
一
九
八
一
（
昭
和
五
十
六
年
）
復
刻
。

斎
藤
信
『
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
語
研
究
の
歴
史
」
、
大
学
書
林
、
一
九
八
五
（
昭
和
六
十
年
）
。

三
橋
博
監
修
「
原
色
牧
野
和
漢
薬
草
大
図
譜
』
、
北
隆
館
、
一
九
八
八
（
昭
和
六
十
三
年
）
。

難
波
恒
雄
『
原
色
和
漢
薬
図
鑑
』
、
保
育
社
、
一
九
八
○
（
昭
和
五
十
五
年
）
。

木
村
康
一
、
木
村
孟
淳
『
原
色
日
本
薬
用
植
物
図
鑑
』
、
保
育
社
、
一
九
七
三
（
昭
和
四
十
八
年
）
。

清
水
藤
太
郎
「
日
本
薬
学
史
」
、
南
山
堂
、
一
九
七
一
年
（
昭
和
四
十
六
年
）
復
刻
。

呉
秀
三
「
シ
ー
ポ
ル
ト
先
生
２
」
三
二
二
頁
、
平
凡
社
、
一
九
九
○
（
平
成
二
年
）
。

戸
塚
武
比
古
「
シ
ー
ボ
ル
ト
処
方
録
」
『
日
本
医
史
学
雑
誌
」
二
九
巻
三
号
、
三
一
六
’
三
三
九
頁

宇
和
島
伊
達
文
化
保
存
会
・
・
私
信
お
よ
び
証
言
（
平
成
三
年
七
月
）
。

中中
村村
昭昭

私
信
。

一
九
八
三
（
昭
和
五
十
八
年
）
。

（
福
井
県
立
看
護
短
期
大
学
部
）
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④
叩
胃TheBulletinofNariakiraShimazu

byHyonosukelZUMI

1n1858,thesuddenandfatalillnessofNariakiraShimazu,thefeudallordoftheSatsumaclan,

provokedsuspicionastothecauseofhisdeath.

NagahiroKuroda,thefeudallordoftheFukuokaclan,sentalettertoMunenariDate,thefeudallord

oftheUwajimaclan,informingtheresultsofhisinvestigation,alongwiththebulletinonNariakira

writtenbyHoshuTsuboi,aclanphysician.

Whiletheauthorwasemendingthetextsofthebulletin,hefoundthattherearetwoseriesof

historicalmaterials;datedinAugustanddatedonJulyl6th,thedayNariakiraexpired.

Afterexaminationofthosemateria1s,theauthoralsodiscoveredthatsomecorrectionsmayhave

beenmadeattheofficeontheoriginaltextofthebulletinforcompilationoftheShimazudocumentsin

theMeijiera.

Inthepresentcommunication,theauthorreportstheprocessofthestudyandthecontentsofthe

bulletin.

（
ぬ
詞
）




